
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

高等学校　言語文化　（第一学習社）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識及び技能】
・古語辞典の引き方に慣れ、主として活用に
ついて、文語のきまりを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の言語文化についての理解を深めるた
めに、古典の世界に親しむことの意義を知っ
ている。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に説話を読み、叙述に基づいて人物
造形のおもしろさを捉えようとしている。

○ ○ ○

１
学
期

A 古文入門「古文の学習」「児のそ
ら寝」「絵仏師良秀」「なよ竹のか
ぐや姫」
【知識及び技能】
・古語辞典の引き方に慣れ、主とし
て活用について、文語のきまりを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の言語文化についての理解を
深めるために、古典の世界に親しむ
ことの意義を知る。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に説話を読み、叙述に基づ
いて人物造形のおもしろさを捉えよ
うとする。

・指導事項
・古典の世界に親しむために、また
古典を読むために必要な文語のきま
りや古典特有の表現・語彙などにつ
いて理解を深める。
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・積極的に説話を読み、叙述に基づ
いて人物造形のおもしろさを捉えよ
うとするとともに、意欲的に文法事
項を修得する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」「必携　古典文法」
・一人１台端末の活用　等

定期考査

○

【知識及び技能】
古典の世界に親しみ、読解するために必要な
文語のきまりや古典特有の表現・語彙などに
ついて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割を押さ
え、歌物語の特徴と読み解き方を理解してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題に取り組
んでいる。

○

Ｂ「歌物語」「伊勢物語」
【知識及び技能】
・古典の世界に親しみ、読解するた
めに必要な文語のきまりや古典特有
の表現などについて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割
を押さえ、歌物語の特徴と読み解き
方を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題
に取り組む。

・指導事項
・古典の世界に親しみ、読解するた
めに必要な文語のきまりや古典特有
の表現・語彙などについて理解を深
める。
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・歌物語に積極的に親しみ、学習課
題に沿って和歌の果たす意味を捉え
る。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」「必携　古典文法」
・一人１台端末の活用　等

【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりし
ながら、言葉が持つ価値への認識を深めようと
するとともに、読書に親しむ姿勢を涵養する。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
社会で生きるために、また人生の豊かさを実感しながら生きるために必要な、国語の知識や技能を身につ
ける。

国語 言語文化 3

態

言語文化国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けているとともに、日本の言語文化
に対する理解を深める。

「書くこと」、「読むこと」の各領域におい
て、論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりする。

○ 1

○

○

8○ ○



○ ○ ○ ○

○ ○

２
学
期

○

１
学
期

Ｅ随筆（一）「枕草子」
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。・「歴史の窓」と読み合わせ
て、作品の歴史的・文化的背景を理
解する。・主として助動詞につい
て、文語のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自由な文体の随筆という文章の種
類を踏まえて、内容や展開を的確に
捉える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題
に取り組む。

・指導事項
・古典の世界に親しみ、読解するた
めに必要な文語のきまりや古典特有
の表現・語彙などについて理解を深
める。
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・随筆に積極的に親しみ、学習課題
に沿って内容や展開を捉える。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」「必携　古典文法」
・一人１台端末の活用　等

Ｃ「漢文入門」「訓読に親しむ」
「故事成語」
【知識及び技能】
・漢文を訓読するための基礎知識を
習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の言語文化についての理解を
深めるために、古典としての漢文を
読むことの意義を知る。
・文章の種類を踏まえて、たとえ話
を読み解き、内容や展開を的確に捉
え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題
に取り組む。

・指導事項
・日本の言語文化に特徴的な語句の
量を増し、それらの文化的背景につ
いて理解を深め、語感を磨き語彙を
豊かにする。
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・「読むこと」において、文章に表
れているものの見方、感じ方、考え
方を捉え、内容を解釈する。
・これからの学習に見通しをもっ
て、漢文訓読の基礎知識を積極的に
身につけようとする。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」「漢文必携　五訂
版」
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・日本の言語文化に特徴的な語句の
量を増し、それらの文化的背景につ
いて理解を深め、語感を磨き語彙を
豊かにする。
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・「読むこと」において、文章に表
れているものの見方、感じ方、考え
方を捉え、内容を解釈する。
・積極的に史伝を読み、藺相如の考
え方や人物像を説明しようとする。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」「漢文必携　五訂
版」
・一人１台端末の活用　等

Ｆ「史伝」「十八史略」
【知識及び技能】
・漢文を訓読するための基礎知識を
習得する。
・故事成語の由来を知り、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・史伝の舞台となる時代背景を知る
とともに、作中に描かれた人物の考
え方や人物像を読み取る。
・史伝という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題
に取り組む。

定期考査

Ｄ近現代の詩歌
【知識及び技能】
・日本の言語文化に特徴的な表現の
技法とその効果について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語で書かれた詩のリズムや表記
の特徴を理解し、作品にこめられた
作者の心情を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・繰り返し音読し、積極的に詩のリ
ズムを理解する。
・描かれた情景を読み取り、進んで
作者の心情について話し合う。

・指導事項
・文語で書かれた詩のリズムや表記
の特徴を理解し、作品にこめられた
作者の心情を捉える。
・情景にこめられた感情など、作品
に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」
・一人１台端末の活用　等

○ ○

定期考査
○ ○

8○

○

○

○

【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・「歴史の窓」と読み合わせて、作品の歴史
的・文化的背景を理解している。
・主として助動詞について、文語のきまりを
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自由な文体の随筆という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉えている。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題に取り組
んでいる。

1

【知識及び技能】
・漢文を訓読するための基礎知識を習得して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の言語文化についての理解を深めるた
めに、古典としての漢文を読むことの意義を
知っている。
・文章の種類を踏まえて、たとえ話を読み解
き、内容や展開を的確に捉え、内容を解釈し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題に取り組
んでいる。

○

○

【知識及び技能】
・漢文を訓読するための基礎知識を習得して
いる。
・故事成語の由来を知り、古典の言葉と現代
の言葉とのつながりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・史伝の舞台となる時代背景を知るととも
に、作中に描かれた人物の考え方や人物像を
読み取っている。
・史伝という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題に取り組
んでいる。

○

○

○

10

10

【知識及び技能】
・日本の言語文化に特徴的な表現の技法とそ
の効果について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語で書かれた詩のリズムや表記の特徴を
理解し、作品にこめられた作者の心情を捉え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを理
解しようとしている。
・描かれた情景を読み取り、進んで作者の心
情について話し合おうとしている。

6

1



○ ○ ○ ○

○ ○定期考査 1

Ｊ平家物語
【知識及び技能】
・本文中に登場する、日本の言語文
化に特徴的な語句・語彙の文化的背
景を理解し、語感を磨き語彙を豊か
にする。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・合戦を主題とした文学作品を読
み、争いを背景として生まれた思想
や人間のありようを理解する。
・軍記物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉え、作
品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れている無常観を粘り強
く読み取り、自分の考えを広げたり
深めたりする。

・指導事項
・合戦を主題とした文学作品を読
み、争いを背景として生まれた思想
や人間のありようを知る。
・軍記物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れている無常観や武士の
生き方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主として敬語について文語のきま
りを理解する。
・「古典のしるべ」と読み合わせ
て、歴史的な文体の変化について理
解する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・本文中に登場する、日本の言語文化に特徴
的な語句・語彙の文化的背景を理解し、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・合戦を主題とした文学作品を読み、争いを
背景として生まれた思想や人間のありようを
理解している。
・軍記物語という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉え、作品に表れているも
のの見方や考え方を捉え、内容を解釈してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れている無常観を粘り強く読み取
り、自分の考えを広げたり深めたりしようと
している。

○ ○ ○ 8

○

【知識及び技能】
・表現の技法とその効果について理解してい
る。
・日本の言語文化の特質や日本の文化と外国
の文化との関係について理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な訓読のきまり、古典特有の表現な
どについて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢詩
を鑑賞し、古代中国の人々が自然や人事に向
けた思いを読み取っている。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く漢詩を読み比べ、よまれた情景や
心情を説明しようとしている。

○ ○ ○ 8

Ｇ随筆（二）「徒然草」
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。・「歴史の窓」と読み合わせ
て、作品の歴史的・文化的背景を理
解する。・主として敬語について、
文語のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・『枕草子』とは異なる思索的な随
筆を読んで、作者の批判的精神が提
示する事柄を具体的に読み解く。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題
に取り組む。

・指導事項
・古典の世界に親しみ、読解するた
めに必要な文語のきまりや古典特有
の表現・語彙などについて理解を深
める。
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・随筆の内容・構成などを粘り強く
把握させ、学習課題に沿って説明す
る。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」「必携　古典文法」
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・「歴史の窓」と読み合わせて、作品の歴史
的・文化的背景を理解している。
・主として敬語について、文語のきまりを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・『枕草子』とは異なる思索的な随筆を読ん
で、作者の批判的精神が提示する事柄を具体
的に読み解いている。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を進んで捉え、学習課題に取り組
んでいる。

○ ○ ○

２
学
期

Ｉ近現代の詩歌
【知識及び技能】
・日本の言語文化に特徴的な表現の
技法とその効果について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語で書かれた詩のリズムや表記
の特徴を理解し、作品にこめられた
作者の心情を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・繰り返し音読し、積極的に詩のリ
ズムを理解する。
・描かれた情景を読み取り、進んで
作者の心情について話し合う。

・指導事項
・文語で書かれた詩のリズムや表記
の特徴を理解し、作品にこめられた
作者の心情を捉える。
・情景にこめられた感情など、作品
に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」
・一人１台端末の活用　等

Ｈ唐詩の世界
【知識及び技能】
・表現の技法とその効果について理
解する。
・日本の言語文化の特質や日本の文
化と外国の文化との関係について理
解する。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な訓読のきまり、
古典特有の表現などについて理解を
深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現や技法（押韻や対句）に留意
して漢詩を鑑賞し、古代中国の人々
が自然や人事に向けた思いを読み取
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く漢詩を読み比べ、よまれ
た情景や心情を説明する。

・指導事項
・表現や技法（押韻や対句）に留意
して漢詩を鑑賞し、古代中国の人々
が自然や人事に向けた思いを読み取
る。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・作品の歴史的・文化的背景を理解
する。
・漢詩のきまりを理解する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」
・一人１台端末の活用　等

３
学
期

【知識及び技能】
・日本の言語文化に特徴的な表現の技法とそ
の効果について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語で書かれた詩のリズムや表記の特徴を
理解し、作品にこめられた作者の心情を捉え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを理
解しようとしている。
・描かれた情景を読み取り、進んで作者の心
情について話し合おうとしている。

6

8



6

Ｌ近現代の詩歌
【知識及び技能】
・日本の言語文化に特徴的な表現の
技法とその効果について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語で書かれた詩のリズムや表記
の特徴を理解し、作品にこめられた
作者の心情を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・繰り返し音読し、積極的に詩のリ
ズムを理解する。
・描かれた情景を読み取り、進んで
作者の心情について話し合う。

・指導事項
・文語で書かれた詩のリズムや表記
の特徴を理解し、作品にこめられた
作者の心情を捉える。
・情景にこめられた感情など、作品
に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・日本の言語文化に特徴的な表現の技法とそ
の効果について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語で書かれた詩のリズムや表記の特徴を
理解し、作品にこめられた作者の心情を捉え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを理
解しようとしている。
・描かれた情景を読み取り、進んで作者の心
情について話し合おうとしている。

○ ○ ○

8

Ｊ平家物語
【知識及び技能】
・本文中に登場する、日本の言語文
化に特徴的な語句・語彙の文化的背
景を理解し、語感を磨き語彙を豊か
にする。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・合戦を主題とした文学作品を読
み、争いを背景として生まれた思想
や人間のありようを理解する。
・軍記物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉え、作
品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れている無常観を粘り強
く読み取り、自分の考えを広げたり
深めたりする。

・指導事項
・合戦を主題とした文学作品を読
み、争いを背景として生まれた思想
や人間のありようを知る。
・軍記物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れている無常観や武士の
生き方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主として敬語について文語のきま
りを理解する。
・「古典のしるべ」と読み合わせ
て、歴史的な文体の変化について理
解する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・本文中に登場する、日本の言語文化に特徴
的な語句・語彙の文化的背景を理解し、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・合戦を主題とした文学作品を読み、争いを
背景として生まれた思想や人間のありようを
理解している。
・軍記物語という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉え、作品に表れているも
のの見方や考え方を捉え、内容を解釈してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れている無常観を粘り強く読み取
り、自分の考えを広げたり深めたりしようと
している。

○ ○ ○ 8

Ｋ論語〔歴史の窓〕
【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
る。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な訓読のきまり、
古典特有の表現などについて理解を
深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本にも大きな影響を及ぼした
『論語』について知り、孔子のもの
の見方や考え方を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・孔子について興味をもち、図書館
の資料などを用いて、そのエピソー
ドを調べる。「書いて伝える」

・指導事項
・日本にも大きな影響を及ぼした
『論語』について知り、孔子のもの
の見方や考え方を理解する。
・文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・孔子のエピソードを調べて文章に
まとめる課題に応じて調査する。
・訓読のきまりを理解する。
・古典の言葉と現代の言葉とのつな
がりについて理解する。
・教材
「高等学校　言語文化」「新訂版
最新国語便覧」
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支え
る働きがあることを理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な訓読のきまり、古典特有の表現な
どについて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本にも大きな影響を及ぼした『論語』に
ついて知り、孔子のものの見方や考え方を理
解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・孔子について興味をもち、図書館の資料な
どを用いて、そのエピソードを調べようとし
ている。

○ ○ ○

３
学
期

定期考査 ○ ○ 1
合計

105


